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このたびはパイオニア製品をお買い上げいたださまして、まこ 
とにあ0びとラございます。 

お使いになる前にこの「据付•取扱説明書」をお読みになり、 
正しくお使いください。 また、本書の裏表紙は保証書になって 
いまずので、大切に保管してください。 

I —安をに正しくおほいいただくために一 I 
絵表巧について 

この据付-取扱説明書および製品には、製品をま全に正し 
くお使いいたださ、あなたや他の方々への危害や財産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしてい 
ます。その表示と意味は次のよラになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 

この表示を無視して、誤った取り扱いを 
A ミ ± 胃 すると、人び損害を負ラ可能性び想定さ 
ムム ^ A ； Sl れる内容および物的損害のみの諾をび想 
定される內容を示しています。 

絵表示の例 

A 么記号はを意（警告をさむ）しなければならない 
/、.\ 内容であることを示していまず。 

記号は禁止（やってはいけないこと）を示して 
います。 

O f 記号は行動を強制したりお示したりずる内容を 
おしていまず。 


r 据付工事」について 

• 本機は十分な技術-技能を有する据付工事 

専門業者び据え付けを行ラことを前提に販売^ ) 
されているものでず。据巧工事専門業ち攻外 V^y 
の方は据え巧けを行わないで < ださい。据え 
付け-取り付けはおず据付工事専門業ちまた 
は販売店にご依頼 < ださい。 

• なお、据え付け-取0付けの不備、誤使用、改 
造、天災などによる事故損傷については、鱗 
社は一切責任を負いません。 


ごほ用の前に 

〇 このスピーカーシステムのインピーダンスは、8 0 でず。 
負荷インピーダンスび8 0対応のアンプ（スピーカー 
出力端子に8 n 適をの表示びあるもの、たとえば「6 0 
〜 I 目 Q 」 の表示びあるちの)へ接続してお使いくださし、。 

A スピーカーを過大入力による破損か5守るため下記注意 
事項をお守0 ください。 

• 本磯を含む AV 機器をアンプへ接続するときは、アンプの電 
源プラグをコンセントか5抜<。 

• 許容入力政上の入力を入れない。 

• グラフィックイコライザーで高音を大幅に増強する場合、音 
量を上げすざない。 

• か出カアンプで無理に大きな音を出さない〔アンプの高調波 
歪び増え、スピーカーを破損することびある）。 



[設置時の ミ 主意] 

• 取0付けなどに不具合びあると落下などの事故に 
つなびり大変ち険でず。組み立て、取0付けはお 
ず工事専門業ちへ依頼してください。 

• 取0付け前に天井や壁などを調べ、スピーカーシ 
ステムの質量に十分耐える取り付け強度びあるこ 
とを確認してください。 

• ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場 
所に置かないでください。落ちたり、倒れたりし 
てけびの原因となることびあります。 

• オーディオ機器に本機を接続する場合は、それぞ 
れの機器の取扱説明書をよく読み、電源プラグを 
コンセントから损き、説明に従って接続してくだ 
さい。また、接続は市販のコードを使用してくだ 
さい。 

• 直射曰光の当たる場所や暖房器具の近<には設置 
しないでください。スピーカーび変形または変色 
したり、故障する原因になります。 

• 取り付けには十分ミ主意し、2人政上で作業してく 
ださい。 

• 設置方法については2ページをご覧ください。 

• 本機の近くに CRT モニターを設置しているとを 
は、モニターに色ムラび生じる場合びあります。 
色ムラび生じるときは、本機から CRT モニターを 
離してください。 

• 本機は一般屋內用です。屋外や水気または湿気の 
多い場所では使用できません。絶縁不良による故 
障の可能性びあります。 


[使用時のを意] 

• 音び歪んだ状態で長時間使わないでください。ス 
ピーカーび発熱し、故障や义災の原因となること 
びあ0まず。 

• 本機を AV アンプなどの音響用機器政外には接続 
しないでください。故障の原因となります。 

• 本機には自動復帰型のスピーカー保護装置び内蔵 
されていまず。過大な信号によってスピーカーか 
ら音び出なくなった場合、アンプのボ U ュームを 
下げ数砂間お待ち<ださい。保護装置は自動的に 
解除されます。 


据付-取扱説明書 (保証書 付) 
インシーリングスピーカー 


A ミち意 


A A 0 A A A A- A 0 0A 





















付属品の ii 認 


設置 


• ペイントマスク X 1 


設置は必ず工事専門業者に依頼してくださし、。 



• テンプレート X 1 



• グ U ル取り外しピン X 1 

t ~〇 


• プチル テープ X 4 

0000 

• 安全ベルト X 1 



• 安全ベルト取0付け用ネジ X 2 
(1 個は予備です） 

• 据付-取扱説明書（本書） X 1 


-工事専門業をの方へ一 

設置する前に下記のことを確認してください。 

• 設置する場所（天井や壁など）に支柱、配線、また 
は配管がないか確認してください。 

• 八 U 、 照明、ドア、または窓などが障害にな6ない 
か確認してください。 

• 取り付け前に天井や壁などを調べ、スピーカーシス 
テムの質量に十分耐える取り付け強度があることを 
確認してください。 

• 本機は天井や壁などの板厚日 mm 〜4日 mm に対 
応しています。天井や壁などの板厚がこの範囲にあ 
ることを確認してください。 

• スピーカーを取り付ける前に、あ6かじめスピーカー 
コードを設置場所まで敷設しておいてください。 

■設置 場所について 

スピーカーシステムの再生音は、リスニングルームの 

条件によって微妙な影響を受けやすいをのです。最適 

な状態でご使用いただくために、スピーカーを取り付 

ける前に設置場所を十分検討してください。 

政下に本スピーカーを天井に配置するとさの標準的な 

設置場所（マルチチヤンネルの場合）を示します。（ス 

ピーカーシステムは天井の隅か6已日 cml ； LL 離して 

<ださい。） 


フ□ント左 センター フ□ントち 



左ちのスピーカーは視聴位置に対し、等距離になるよ 
ラ設置すると自然なステレオ感が得られます。スピー 
カーコードを同じ長さになるよラにしてください。 
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■スピーカーの準備 

スピーカーの塗装 

• スピーカーを塗装するとさは、天井や壁な どへ 取り 
付ける前に塗装することをお勧めします。 

• 八ケ塗〇は、グ U ルの巧が詰ま0音質が著し<努化 
することがありますので、スプレー塗装をお勧めし 
9 〇 

D グリル内側の不織布を取り外す 

• シワがよ6ないよラにして平坦なところに置きます。 

B 付属のペイントマスクを スピーカーに 装着する 

B スピーカーとグリルをお好みの色で塗装する 

H 塗料が完全に乾いたあと、スピーカーか 6 ペイント 
マスクを外し、グリルの裏側に不織布を貼り付ける 

安をベルトの取り付け 

スピーカーに付属の安全べルトを付属のネジで確実に 
取り付けます。 



グリルの取0付け（前準備） 

• グ U ル内側の印の上側にブチルテープを4枚貼り付 
けてか6、はくり紙をはがします。 

ブチル テープ 


• グ U ルに付いている落下防止のための連結版（ネジ 
付さ）をフランジに取り付けます。 



■設置方法 

• スピーカーの取り付け作業を行ラとさは、振動板に 
手を輔れないよラにを意してください。 

• スピーカーには強力な磁気回路を用いています。鉄 
などの磁性体（ドライバーなど）を不用意に近づけ 
ないで<ださい。引を寄せ6れて振動板を破損する 
恐れがあります。 

n 設置場所がミ夫まった6、付属のテンプレートを準備 
する 

• テンプレートの内側を切れ目に含わせて切り離しま 
す。（外側を使用します。） 

H テンプレート（外側）を粘着テープで設置場所に貼 
り付ける 

• テンプレートが設置場所にすを間なく貼り付いてい 
ることを確認してください。 

B テンプレートの巧周に沿って設置場所に印をつける 

製品の外径：の14日 mm 
取付巧の開口：の12已 mm 



□ 印に沿って穴を開ける 

• 適切な工具を使用し、巧を開けるとさは十分を意し 
て < ださい。 

B 開けた巧か 6 スピーカーコードを引っ張り出す 

• スピーカーコードを無理に引っ張ったり、急な角度 
で曲げた0しないで< ださい。 

0ま全ベルトを八リなどに確実に取り付ける 





3 


















































Q スピーカーとスピーカー コー ドを接続する 

• 入力端子の極性はホがプラス（+)、黒がマイナス（一) 
です。 



単線を使用する場含は、 
先端を約1 mm 巧げます。 


ヨ U 線を使用する場合は、 
被覆をはびしてか5先端 
をひねってまとめます。 


• 入力端テの頭を巧してスピーカーコードの先端を巧 
に差し込み、指を放します。 


ご注意 

-端テに接続したあとコードを軽く引いて、コード先 
端が端子へ確実に接続されていることを確かめて< 
ださい。接続が不完全ですと音がとざれたり、雑音 
の出る原因となります。 

-端子からコードのお線がはみ出して他のお線と軸れ 
ないよラにしてください。芯線どラしが軸れている 
とアンプに過大な負荷が加わって動作が停止したり、 
故障する恐れがあります。 

-コードと入力端子の極性（+、一）を全 CH とを正 
しく接続してください。極性（+、一）を間違って 
接続すると、正常なステレオ効果やサラウンド効果 
び得られなくなります。 



0 スピーカーを 取り付ける 

• スピーカーを設置場所の巧に挿入し、すべての固定 
用ツ;><のネジをかし緩めたあと、軽く締めます。 

• 固定用ツメが回転し、ツ><とフランジで天井または 
壁などをはさんだ状態になります。スピーカーを軽 
く引っ張ってみて、すべての固定用ツ><が外側に出 
ており、天井または壁などを軽くはさんでいること 
を確認してください。 



• すべてのネジを本締めします。 

-電動ドライバーを使用するとさは、トルク設定を 
最小トルクから徐々に大さくし、ネジが回転し始 
めたトルク付近でネジを本締めします。 

-許容される最大トルク：1 .0 N • m 

ご注意 

-グ U ルのヒモがドライバーに巻きつかないよラにを 
意してください。グ U ルが変形する恐れがあります。 
-ネジを強く締めすぞると固定用ツメの破損、フラン 
ジのねじれ、天井や壁などの破損の原因となったり、 
グ U ルが取り付けにくくなりますのでごを意くださ 
い。 

• ネジにがたつさがないことと、天井や壁などとフラ 
ンジの間にすさ間がないことを確認します。 

□ グリルを取り付ける 

• グ U ル裏側の切り欠さ（連結板からヒモが結ばれて 
いる）をパイオニア□ゴに合わせて、スピーカー本 
体の溝にグ U ルを差し込み、グ U ル外周を巧して取 
り付けます。 



ごま意 

-グ U ルの外周を巧してください。中央部を押すとグ 
U ルが変形します。 

-グ U ルは最後まで確実に押し込んでください。 

《 グリルの取り外しかた： 付属のグ U ル取り外しピン 
をグ U ルの外周の巧に引っかけて引っ張り、浮さ上 
びらせて取り外します。 

全周を均等に引さ出すよラにしてください。一力所 
を無理に引さ出すとグ U ルが変形します。 
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■アンプとスピーカーコードの巧続 

〇アンプの 電源 プラグをコンセントか5抜く 

旦スピーカーコー ドをアンプの スピーカー 出力端子に 
接続する 

• 詳し<は、アンプの施工説明書または取扱説明書に 
従ってください。 

ご注意 

-端子に接続したあとコードを軽く引いて、コード先 
端が端子へ確実に接続されていることを確かめて< 
ださい。接続が不完全ですと音がとぎれた0、雑音 
の出る原因となります。 

-端子からコードのお線がはみ出して他のお線と軸れ 
ないよラにしてください。芯線どラしが輔れている 
とアンプに過大な負荷び加わって動作が停止したり、 
故障する恐れがあります。 

-コードとアンプのスピーカー出力端子の極性（+、一） 
を全 CH とも正しく接続してください。極 I ま（+、一) 
を間違って接続すると、正常なステレオ効果やサラ 
ウンド効果が得られなくなります。 


■スピーカーのお手入れ 

• 通常は、柔らかい巧でか6おさしてください。ミちれ 
がひどい場含は水で已〜日倍に薄めた中性洗剤に柔 
らかい巧を浸してよく絞ったあと、ミちれ対或き取り、 
そのあと乾いた巧で拭いてください。アルコール、 
シンナー、ベンジン、殺虫剤、（カビ取り剤）などが 
付着すると印刷、塗装などがはげることがあります 
のでごを意ください。また、化学ぞラさん等をお使 
いの場合は化学ぞラさん等に付属のを意事項をよ< 
お読みください。 


音のエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては気にな 
るをのです。隣近所への思いやりを十分 
にいたしましよラ。ステレオの音量はあ 
なたのむがけ次第で大をくわ小さ < わな 
ります。特に静かな夜間には小さな音で 
を通0やすいをのです。夜間の音楽鑑賞などには特に 
気を配りましよラ。近所へ音が漏れないよラに窓を開 
め、お互いにむを配り、快い生活環境を守りましよラ。 










仕様 


形式 . 密閉式、インシー U ングタイプ 

スピーカー 構成 . 1ウェイ方式 

使用スピーカー . 已 .2 cm コーン型 

インピーダンス . 8 0 

再生周波数帯域 . 90 Hz-40 kHz 

出力音圧レベル . 82 d 目に. 83V) 

許容入力 

最大入力 (JEITA). 50 W 

外お寸法 . 0140 mm X 94 mm (奥行） 

質量 .0.6 kg 


付属品 

• ペイントマスクX1 
• グI」ルX1 
• テンプレート X 1 
• プチルテープX 4 
• グ U ル取り外しピンX1 
• 安全ベルトX1 

• ネジ(安全ベルト取り付け用）X 2(1 個は予備です) 
• 据付-取扱説明書 X1 

上記の仕様および外観は改良のため予告な<変更する 
ことがあります。 


—はパイオニア（株）の開発した PHASE 
•ク C 日 NTR 日 L ほ術]ンセプトに基づき縮 
^ か5再生までの位相特性のマッチングを 

図った製品に付与される商標でず。 


保証と アフターサービス 


■修埋に閲ずるご質巧、ご相談 

修理については、ご購入先にご相談ください。ご購入 
先に修理のご依頼がでさない場をは、7ページの「修 
理窓口のご案内」をご覧になり、修理受付センターに 
ご相談ください。 

なお、当社は本機巧部の故障についてのみ修理対応い 
たします。設置-接続-屋内配線等に関わる不具合に 
ついてはご購入先または専門業ちにご相談ください。 

■保証書（裏表紙） 

保証書は必ず「販売店名-購入曰」などをご購入先に 
記入してち6い、内容をよく読んで大切に保管してく 
ださい。 


保言正期間はご購入曰か S 3年間です。 


■ 捕修用性能部品の最ほ巧ち期囲 

当社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切0後、 
最低8年間保有しています。性能部品とは、その製品 
の機能を維持するために必要な部品です。 

■ 連絡していただをたい内容 

• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 

• 製品名：インシーリング スピーカー 
• 型番： S- に H12 已 
• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 

保証期間中は 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 

保証期間を過ぎているときは 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望により 
有料で修理いたします。 


本機は一般家庭用機器として作られたをのです。一 
般家庭用！;!が（たとえば、飲食店等での営業用の長 
時間使用、車両、船舶への搭載使用）で使用し、故 
障した場合は、保証期間巧でを有償修理を承ります。 






















< 各窓□へのお問い合わせの時のごま意 > 

「0120」で始まる原!フ U-〕ー ルおよび©フ U-〕ー ルは、 PHS、 携帯電話などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


修理-お取り扱いのご相談は、ご睛入先または修理受付センター、カスタマーヴポートセンターにお問い 
合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

参商品のご購入や取り扱い、故障かど5かのご相談窓□およびカタ□グのご請ホについて 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜注30〜1狂00、±曜9:30〜12:00、1 3:00-17:00 (日曜-祝日-弊社休業日は除く） 
■家庭用オーディオ/ビジュアル商品 |3 0120-944-222 一般電話03— 己49日一吕白8巨 

■ファックス 03-3490- 己718 

■インターネットホームページ http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよ<おるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書を一度ご覧にな0、故障かどラかご確認ください。 
それでも正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

• お買いホめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 


受付時間月曜〜金曜9:3日〜1狂日日、±曜日:3日〜12:日日、13:0日〜17:日日（日曜-祝曰-弊社休業日は除く） 

圓電言舌 IP 0120-5-81028 一般電言舌日3-已4日日一2日23 

■ファックス IP 日]2日一己一8102白 

■インターネットホームぺージ http://pioneer.jp/support/repair.html 

※インター ネッ トによる修理受付対象商品は、家庭 用 オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜日:3日〜18:日日（±曜-日曜-祝日-弊社休業日は除く） 

■-般電話 098-987-1 120 

■ファックス 日目8-目 87-1 121 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 

部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜 9:30- 1狂00、±曜9:30~12:00、 13:00-17:00 (日曜•巧曰■興社か業曰は除く） 

I電言舌 012。一已一日1。9已 一般電言舌0己 38-43- 11己1 

■ファックス 爲 0120-已 一8109 已 

平成21年10月現を記載内容は、予告な<変更させていただ<ことびあ0まずので予めご了を<ださい。 V 日し034 













Pionssr 保証書 




※印欄は必ずご記入くださし、。 


<無料修理規定> 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等のま意にしたびった使用状態で故障にした場合には、お買い上げの販売店、ま 
たは修理窓口び無料修理いたします。 

2. 保証期間内に故障して無料修理をお受けになる場をには、お買い上げの販売ちまたは修理窓□にご依頼くださ 
し、。この商品は出張修理いたしますので、その隙には本書をご提示ください。 

3. 保証書期間内でを次の場合には有料修理にな0ます。 

(イ）使用上の誤0または不当な修理や改造による故障および損傷 

(□) お買い上げ後の取り付け場所の移動、落下、冠水等による故障および損傷 

(八）火災、地震、水害、落雷その他の天災地変、公害、塩害、虫害、異常電圧などによる事故および損傷 
(二） 一般家庭用外（例えば、業務用への長時間使用、車両-船舶への搭載等） 

(ホ）消耗品（各部3ム、スポンジ、電池等）の交換 
(へ） 本書の提示びない場合 

(卜）本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは又字を書さかえ5れた場合 
(チ）故障の原因び本製品切外の他社製品にある場合 

4. 本書は日本国内においてのみ有効です 。 This warranty is valid 曰 niy in Japan . 

(修理メモ） 


♦ この保証書は、本書に明示した期間、条件のわとにおいて無料修理をお約束ずるわのです。 

したびってこの保証書によって保証書を発行するを（保証責任ち)、およびそれがの事業者に対するお客様の 
法律上の権利を制限するわのではありません。 

保記期間中および経過後の修理等に ついて ご不明の場含は、お買い上げの販売店または相談窓□-修理窓口に 
お問い合わせください。 

♦ お客様にご記入いただいた保証書は、保罰期間内のサービス活動およびその後の安全点検活動のために記載巧 
容を利用させていただく場合びございますび、ご了承ください。 


© 2日日日パイオこア株式会社禁無断転載 


J てイオニア株式会社 


f 1 53-8654 東京都目黒区目黒1了目4番1号 


<SRA1495-A> 




















